



会>( スライド: 京都大学図書館の新OPAC導入について /
井上敏宏 )
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“AquaBrowser”等に注目。2010年頃から “ Summon ”に注目。 
 



















































 平成21(2009)年 3月：図書館システム調査報告書の完成  ※この時点で現在のOPAC機能はほとんど想定 
 平成22(2010)年 6月：調達スケジュール検討開始（2012年1月31日納期を想定） 
        同年 7月：仕様策定委員会立ち上げ 
        同年 9月：資料提供招請の官報公示 
        同年11月：導入説明会 
 平成23(2011)年 8月：仕様書案説明会（2012年7月31日納期を想定） 
        同年 9月：入札公告（官報：号外政府調達第184号） 
        同年10月：入札説明会 
        同年12月：開札および契約 
 
・現期（第７期）システム：平成24(2012)年8月1日導入 
























































蔵書検索 ： 通常の所蔵資料（OPAC） 
論文検索 ： 360Searchにキーワードを渡すだけ。 
貴重資料画像： 通常の目録とは分けて、貴重資料用の目録を登録 
他大学検索： NIIの検索サーバ 
横断検索   ： 富士通の横断検索ツール「SearchCoordinator」 













 検索キーワードが自動補完（サジェスト）される ① 






Google Books  
WorldCat  
NDLSearch  
CiNii Books  
カーリル 














































































 Serials Solutionsデータ抽出 → CATPフォーマット → OPACに投入 
 MARCレコード  →  XML → CATPフォーマット → OPACに投入 






































































































 リポジトリの検索件数が増加する・かも？ → KURENAIへのアクセス 
サンプルが少ないので、まだ実績はよく分からない。10月に増えたのは、山中教授の
ノーベル賞受賞の影響が大きいと思われる。 








































































      やはり利用者教育の充実が必要：いくら便利に作っても使われな 
      ければ意味がない。使い方を間違っても役に立たない。 
      「多くの利用者に広く、正しく使ってもらう」 
 マイポータル機能の充実：たとえば自分の過去貸出履歴（要望は結構あ
る。実現も可能、だが、個人単位でのON／OFFが難しい。設定技術の問
題で未解決） 
 たとえばMARCデータをOPACに取り込むような仕組みの構築に必要な
技術力の確保。そのための人材育成。 
 システムを維持して行く予算の維持が大変。 
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